
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

◎減免される額 
減免の要件 減免内容 

上記の 1号・2号に該当 授業料から就学支援金を除いた差額を免除 

上記の 3号～5号に該当 授業料の 3分の 2から就学支援金を除いた差額を免除 

 
 
 
 

◎ 対象となる方（千葉県私立高等学校等授業料減免事業補助金交付要綱 第２条による） 

生徒の保護者が次のいずれかに該当する方 
 

○ １号 生活保護を受給されている方  
 
○ ２号 市町村民税【所得割】の額（※）が、５１，３００円未満である方 
                          （年収３５０万円未満程度の世帯） 
 
○ ３号 市町村民税【所得割】の額（※）が、１７５，５００円以下である方 
                          （年収６４０万円以下程度の世帯） 
 
○ ４号 住宅等の建物，土地，家財等に災害を受けた方 
 
○ ５号 上記２～４号に準ずる程度に困窮していると認められる方（家計急変）   
 
 
※ 保護者（＝親権者）全員の市町村民税所得割を合算した額 

 

■ 千葉県内私立高校等の授業料減免制度 

◎ 申請方法 
  在学校に直接申請する。 

※ 申請時期，必要書類等の詳細は各学校にお問い合せください。 

※ 当該制度は，制度を利用している学校（学校法人等）に対する補助になりますので，県が保護者の方                              

  へ直接授業料の補助するものではありません。 

◎ 申請から補助までの流れ 

 

① 授業料減免の手続きについて依頼 
② 申請について案内 
③ 課税証明書等の取得 
④ 学校に申請書類を提出 
⑤ 学校で審査後，千葉県で申請書類等を確認 
⑥ 千葉県から学校へ補助金を交付 
⑦ 学校が減免対象者の授業料を軽減 
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（１）市町村民税所得割の額（保護者合算）が０円の場合 
      （＝就学支援金２.５倍加算該当、授業料減免２号該当により、授業料全額免除） 

                                        
                                                
                        
                      
 
   （２）市町村民税所得割の額（保護者合算）が５１,３００円未満の場合 
      （＝就学支援金２.０倍加算該当、授業料減免２号該当により、授業料全額免除） 
 
 
                      
                      
                            
                    
   （３）市町村民税所得割の額（保護者合算）が５１,３００円以上１５４,５００円未満の場合 
      （＝就学支援金１.５倍加算該当、授業料減免３号該当により、授業料の３分の２を免除） 
 
 
 
 
 
 
   （４）市町村民税所得割の額（保護者合算）が１５４，５００円以上１７５，５００円以下の場合 

      （＝就学支援金加算なし、授業料減免３号該当） 
                                                                            
 
 
 
 
       
   （５）市町村民税所得割の額（保護者合算）が１７５，５０１円以上３０４，２００円未満の場合 

      （＝就学支援金加算、授業料減免共に該当せず） 
  →就学支援金基準額分のみの支給となるため残額２０，１００円は保護者負担となります。 
    

 
 
 
 

   

（例） 
  ○子どもは、高校３年生が１人、高校１年生が１人の計２人である。 
  ○高校１年生の子どもが私立高校に入学しており、授業料は月３万円である。 
 ⇒市町村民税所得割の額（保護者合算）により、以下の（１）～（４）に分かれます。 

授業料減免 
５,１５０円 

保護者負担 
１０,０００円 

就学支援金 
（基準額分） 
９,９００円 

授業料減免 
５,２５０円 

就学支援金 
（２.５倍加算） 
１４,８５０円 

就学支援金 
（基準額分） 
９,９００円 

保護者負担 
１０,０００円 

授業料減免 
１０,２００円 

 
就学支援金 
（１.５倍加算） 
４,９５０円 

◎ 授業料減免制度のＱ＆Ａ 

Ｑ1）授業料の減免を受けられる

期間は？ 

Ａ）４月分の授業料からその年度の３月分までの授業料までです。ま

た，家計状況が急変した場合には，年度途中からも受けることが

できます。 

Ｑ2）給与所得(年収)が 340 万円

なので全額の減免になりま

すか？ 

Ｑ3）授業料減免と国の就学支援

金の両方を受けられます

か？ 

Ａ）所得等は目安であり，授業料減免の判断基準は市町村民税の所得

割額（保護者の合計額）になります。 

Ａ）各々の要件を満たしていれば可能です。             

なお，国の就学支援金の対象となる場合は，必ず手続きをしてか

ら県の授業料減免の手続きをしてください。 

Ｑ4）授業料減免と奨学金の両方

を受けられますか？ 

Ａ）各々の要件を満たしていれば可能です。 

Ｑ5）学校に納付する施設設備費

は授業料減免の対象となり

ますか？ 

Ａ）対象となりません。                            

あくまでも授業料のみについての補助となります。 

授業料減免 
１０，１００円 

就学支援金 
（基準額分） 
９,９００円 

就学支援金 
(２.０倍加算) 
９,９００円 

,  

就学支援金 
（基準額分） 

９,９００円 


